
園内自然情報＆イベント情報

『青葉の森緑地』は地下鉄青葉山駅から徒歩15分で豊かな自然を満喫できる里山で、気軽な散歩か
ら山登り気分まで味わえる変化に富んだ総延長約10km・最大標高差140mの散策路が魅力です。
管理センターにはレンジャー（自然解説員）が常駐しており、園内の自然情報の提供やトレッキン
グ・自然観察会・クラフト教室などのイベントも開催しています。詳しくはブログをチェック！
また、個人や団体への個別の園内ガイド（要予約）も行っています。お気軽にお問合せください。

自然とイベント情報 青葉の森情報誌‘24/12・‘25/1・2月号vol.44
発行／　 公益財団法人仙台市公園緑地協会 青葉の森緑地 管理センター
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ご確認ください

〇仙臺緑彩館

〇国際センター

国際センター駅

青葉の森 緑地 2024～202 5冬のイベント 

2024冬の 

イベント名や内容は変更になる場合があります。お申込みの際は必ず仙台市政だよりやブログをご確認下さい。

推し活のススメ冬芽観察会
日　時：1月18日（土）10：00～12：00
内　容：かわいい顔のような冬芽を散策しながら
　　　　観察します
対　象：起伏のある山道を歩ける方
費　用：無料　　定　員：15名
持ち物：飲み物、歩きやすい服装と靴、雨天時カッパ

青葉の森の歴史探訪 西編
日　時：1月25日（土）10：00～13：00
内　容：散策しながら青葉の森がどのように
　　　　使われてきたか歴史を紹介します
対　象：13歳以上　　費用：無料　　定員：10名
持ち物：飲み物、歩きやすい服装と靴、雨天時カッパ

申込は
1/12締切

申込は
1/11締切

申込は
2/7締切

森のおひな様
日　時：2月15日（土）10：00～12：00
内　容：森の材料でおひな様
　　　　を作ります
対　象：どなたでも 　  
費　用：200円/1人
定　員：10名
持ち物：飲み物、
　　　　作品持ち帰り袋　 

クリスマスオーナメントな
バードケーキをつくろう12月7日(土）

完成イメージ完成イメージ

オオムラサキ 幼虫／愛らしい顔でファンも多い癒しの幼虫「オオムラサキ」。冬の間、エノキの
木の根本近くに溜まっている落葉をめくると、葉についたままじっとしている姿を見ることができます。
春になると幹を上って葉が芽吹くのを待ちます。毎年幼虫を探すのが習慣になっており、
その姿が確認できると嬉しくなります。最近はエノキが食草のアカボシゴマダラ（外来種
の蝶）の姿を目にすることが増えてきたので、影響が出ないかと心配ではあります･ ･ ･

〒980-0845 仙台市青葉区荒巻字青葉260
TEL:022-263-2101   FAX:022-263-2102
メール:aobanomori_moushikomi@sendai-park.or.jp

・イベントは中止や内容が変更となる場合があります。あらかじめご了承ください。
・屋外イベントは少雨決行・荒天中止です。当日不明な場合は、お問い合わせください。
・園内には飲料水の自販機がありません。ご用意のうえお越しください。

①イベント名とその開催日　
②参加者全員の氏名・年齢
③緊急時に連絡のとれる携帯番号

注意事項

お申込みは以下の必要事項を記載の上、青葉の森管理センターまでメールでお送りください

クラフト シリーズ2024冬の クラフト シリーズ
11月後半から「松ぼっくりのクリスマスツリー」

「クリスマスキャンドル」と続き12月も5回実施します

① クリスマスオーナメントな
バードケーキをつくろう①

親子で作るミニ門松12月21日(土）

しめ縄リースを作ろう12月22日(日）

③
④

クリスマスマーケット
木の実でオーナメント作り

12月14日(土）
12月15日(日）②

① ②

詳細は
ブログで
ご確認
下さい↓

③
④



冬の森のムシのようす　 それぞれが様々な方法で寒い冬を越します。冬の森を散策しながら、じっくり
探してみてください。春を待つ小さな息遣いが聞こえるかも？

ルリタテハ／左：成虫で木の幹の翅を閉じて越冬します
　　　　　　右：春に翅を開いて日向ぼっこするようす

スミナガシ／左：木の枝などにぶら下がってサナギで越冬します
　　　　　　右：水面に墨汁を流したような模様の成虫です

オツネントンボ／数少ない成虫
越冬するトンボです

コミミズク／枝にぴったりはり
ついて幼虫で越冬します

オオムラサキ／左：幼虫の全身です。顔を葉面につけています
　　　　　　　右：成虫です。日本の国蝶です

ヤママユガ／卵で越冬します
右下は葉を食べる幼虫です

クロスジフユエダシャク/成虫
越冬。♀は翅が退化しています

キマエエダシャクの幼虫越冬
枝に擬態しています

オオカマキリは卵で越冬。小さい
カマキリがいっぱい出てきます

（表紙）

森の仕事のお手伝い2025
青葉の森の散策路の除草をお手伝いいただきます
2025年も皆様のご協力をお願いいたします

実施日／①2025年2月22日（土）／②2025年3月 1日（土）
　　　　③2025年3月 8日（土）
時　間／10：00～13：00 ※途中で抜けていただいても大丈夫です
集　合／青葉の森 管理センター
申込み／不要 10：00までお越しください　
対　象／13歳以上で起伏ある道を歩ける方
持ち物／汚れてもいい服装と靴、飲み物
天候による実施可否／当日の朝
8：00に右のQRコードのサイトに
掲載します。雨天中止・当日晴れ
ても前日まで悪天候だった場合
など中止することがあります。
※ご覧いただけない方はお電話
　022-263-2101ください

当日必ず実施
可否をご確認
の上お越し下
さい
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